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CAMERA EYE

鉄道大好き！
　４月 26 日と 27 日、赤れんがパークで「赤れんが鉄道フェ
スタ 2014」が開催されました。これは、北近畿鉄道友の会
の協力を得て、（一社）舞鶴観光協会が実施しているもので、
毎年多くの鉄道ファンや親子連れでにぎわう人気のイベント
です。
　赤れんが５号棟の中をミニ新幹線が走るコーナーや鉄道模
型「Ｎゲージ」を操作できるコーナーには子どもたちの順番
待ちの列ができていました。また、鉄道のおもちゃ「プラレー
ル」が組み立てられたコーナーでは、いくつもの車両を同時
に走らせることができ、子どもたちは、止めたり発車させた
り、目を輝かせて楽しんでいました。

①「Ｎゲージ」の電車を笑顔で「運転」②「プラレール」で遊ぶ子どもたち 
③赤れんが５号棟の中を「ミニ新幹線」がぐるりと走る

①

② ③

　バレーボールの普及と競技力向上のため、元五輪代表の大
山加奈さんを講師に迎えたバレーボールクリニック教室が５
月４日、東体育館で開催されました。主催は、「舞鶴スポー
ツネットワーク」。
　教室には、市内の中高生約 90 人が参加し、生徒たちは頭
にタオルを乗せてレシーブの位置を安定させる練習などの指
導を受け、楽しく汗を流していました。
　大山さんは、「ミスを恐れず、たくさんのボールを触るこ
とが上達への近道です。また、将来かけがえのない存在とな
るチームメイトを大切にして、大人になってもバレーボール
を続けて欲しいです」と話していました。

世界レベルのスパイクを体験

①大山加奈さん　②直接生徒たちに指導する大山さん
③スパイクを生徒たちに披露

①

③

②

「鋤田正義展」好評開催中
　国内外のミュージシャンから圧倒的な支持を受けてい
る鋤田正義氏の写真展「SOUND & VISION」が、赤れん
がパーク（赤れんが５号棟）で開催されています。
　鋤田氏は、広告写真、テレビコマーシャル、映像作品
など幅広いフィールドで常に第一線で活躍され、今回の
写真展はこれまでの歩みが見通せる構成。
　訪れた来場者は、自分のお気に入りのミュージシャン
の写真を見つけると、立ち止まってじっくりと鑑賞し、
世界レベルの表現を満喫していました。
　７月６日㈰まで開催（月曜日休館）。

①鋤田正義氏　②写真展会場の様子　

①

②

まちを挙げての「おもてなし」
　京都舞鶴港に寄港するクルーズ客船の乗船客の皆さんを、
まち全体を挙げて「おもてなし」するため、各商店街組合や
地元高等学校をはじめ、市民ボランティア団体や NPO 団体
など 29 団体が「クルーズ客船おもてなし関係者会議」を設立。
京都舞鶴港への寄港を楽しんでもらえるよう、さまざまな工
夫で、おもてなしの充実に努めています。
　４月 30 日のダイヤモンド・プリンセス初寄港時には、西
地区の寺社仏閣や田辺城跡での通訳ボランティアによる観光
ガイド、西市民プラザでの着物の着付け体験や琴の演奏など
が催され、多くの乗船客の皆さんは、まちなか散策を楽しみ
ました。また、出港セレモニーでは西舞鶴高校による吹奏楽
の演奏や書道パフォーマンスなどを披露。さらに、大勢の「見
送りサポーター」が青色のハンカチを振って出港を見送り、
歓迎のムードを盛り上げました。

①抹茶の振る舞い 
②書道パフォーマンス（西舞鶴高）

①

③

②

④

⑤
③吹奏楽の演奏（西舞鶴高）
④青いハンカチで見送り  ⑤おもてなしクリーン作戦に多々見市長も参加
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